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 単層カーボンナノチューブ(SWNT)の光学遷移エネルギーは、多体効果に関

係する電気力線がナノチューブの外側を通るため、環境の誘電率により変化

する。本研究では、架橋成長した SWNT の PL マッピング測定により、20 の

カイラリティについて E11 と E22 を調べ、SDS 分散 SWNT と比較した。 
 図 1 は試料の SEM 像である。グレーティングを形成した石英基板にアル

コール CVD 法により架橋 SWNT を成長した。図 2 は架橋 SWNT と SDS 分

散 SWNT の Eii の差∆Eii (= Eiisuspend-EiiSDS)を、カイラル角θに対してプロッ

トしたものである。ここで、白四角は type-I [(2n+m) mod 3 = 1]、黒丸は

type-II [(2n+m) mod 3 = 2]を示す。∆E11 と∆E22 は type-I と type-II で異なる

θ依存性を示した。∆E11はθにしたがって大きくなるが、∆E22は小さくなった。

type-II は type-I とは逆のθ依存性を示した。アームチェアに近い(θ ~ 30°) 
SWNT では type-I と type-II の差はなくなった。これらの結果は、SWNT の

光学遷移エネルギーに対する環境の効果はカイラリティ依存性があることを

示している。 
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図 1 架橋 SWNT の SEM 像 図 2 ∆E11 と∆E22 のθ依存性 


